
ふるさとの未来を担う人材育成を支える
ＩＣＴ活用を目指して

２０１８日本ＩＣＴ教育アワード プレゼンテーション資料

全国ＩＣＴ教育首長協議会参加自治体：秋田県八峰町

～ＩＣＴとコミュニティ・スクールによる「地域とともにある学校」づくり～



秋田県の北部に位置する八峰町は…

世界自然遺産白神山地の
山々と豊かな海の幸の宝庫
日本海に囲まれた人口７千
人強の小さな町。
だからこそ、将来町を活

性化させてくれる人材を育
てる『教育』に力を入
れています！
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平成２９年度予算（歳出）における教育費の構成

６億８，３７９万円
（予算総額６４億３，１００万円）

対一般会計比率

教育費
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10.6％



秋田県八峰町の課題と解決のための取り組み

これからの社会
人口減少 高度情報化

八峰町の過疎化は急速
（合併当初9,000人→7,500人）

未来を生きる子どもへの教
育に対する町民の期待

喫緊の課題：ふるさとの未来を担える人材の育成

課題解決のため 教育行政の重要施策＝ＩＣＴ教育

2017年、
コミュニティ
・スクール

導入



ＩＣＴ教育に関する主な取組概要
2011～13   ｢“教育スクウェア×ICT”フィールドトライアル｣（NTT)に参加

（小・中学校の全教室へ大型電子黒板、デジタル教科書、タブ
レット端末等を導入）

2013   八峰町ICTを活用した公開授業とフォーラム 開催
2014 八峰町ICTを活用した公開授業研究会及び講演会 開催
2014 第55回放送教育研究大会東北大会でICT活用授業を提案
2014 ｢ICTを活用した教育の推進に資する実証事業WG２

ICTの活用が最適な指導方法の開発｣ 指定校（文科省）
2015～16 ｢ICTを活用した教育推進自治体応援事業 ICT実践コース｣

実証校としてモデルカリキュラム作成（文科省）
2017 ｢視聴覚教育総合全国大会・放送教育研究会全国大会合同宮城

大会｣で実践発表
2017 ｢次世代の教育情報化推進事業(ICTスクール)｣（文科省）実証校
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学校名
児童数・
生徒数

教室数
電子黒板
台数

教育用PC
台数

左記のうち
タブレット
端末台数

無線LAN
整備

(有/無)

ICT支援員
(常駐)

八森小学校 126 16 13 165 144 有 1

峰浜小学校 120 13 13 170 138 有 1

八峰中学校 157 19 14 117 80 有 2

八森子ども園 76 10 1 1 有

沢目子ども園 43 7 1 1 有

塙川子ども園 20 7 1 1 有

八峰町小・中・子ども園におけるICT環境
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八峰町小・中・子ども園におけるICT環境

１
１
２

ＩＣＴ
支援員
（常勤）



ＩＣＴ教育に関する書籍等への掲載例
2015 vol.817  月刊「視聴覚教育」 11月号

見て聞いて私の提言
「秋田県NO.1のICT活用教育をめざして」

2016 vol.830    月刊「視聴覚教育」 12月号
授業で最適なICT活用をめざして！
「全学級電子黒板設置から見えた大きな効果」

2016.7 教育技術MOOK 秋田県式アクティブ・ラーニング教師の技⑪
「子どもの学ぶ意欲を引き出すICT」 （小学館）

2016 vol.3 VIEW21（教育委員会版）
第１特集「成功例・失敗例から学ぶ学力向上のツボ」

成功事例１ 秋田県八峰町 （ベネッセ教育総合研究所）
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ＩＣＴ教育に取り組んだ結果
・ノート、黒板にプラスするツールとして

ICT機器の普段使いが可能になった。
・タブレット端末、協働学習用ソフトを活用し、
個々の考えを類型化したり・・・

・タブレット端末、学習支援ソフトの活用により
一人一人のニーズに合わせた補充学習が可能になった。

・インターネットを使って遠隔地と「つなぐ」授業により
居ながらにして世界（他の地域）と交流できるようになった。

・ICT支援員（常勤）を各校に配置したことにより、教師
が安心して機器を使用できる環境になった。

・ICTの環境整備と活用をきっかけに、教員の授業改善が進み、授業力が向上し、
結果として子どもたちの学力が向上した。
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２０１６年度 中学３年生における英検３級以上合格率の状況

２０１４年以降（中学校にICT教育を本格導入以降）の
全国学力・学習状況調査の状況

○国語A・Bの平均点
→ 秋田県平均と比較すると１０ポイント程度高い

○数学A・Bの平均点
→ 秋田県平均と比較すると５～１０ポイント高い

３等級以上の合格率（％）

全国 18.1
秋田県 28.5
八峰町 83.0 （うち準２級 ２０．８％）

子どもたちの学力について（八峰中学校）



他の自治体の参考ポイント
・専門家、民間会社の協力が欠かせない
・学校間格差を生じさせない

→ 同校種の全学校への整備
・１校に１名以上のＩＣＴ支援員の配置
・学力向上という結果を学校に

10

八峰町の今後の取組と課題
■新学習指導要領に向けた取組
・情報活用能力（プログラミング教育）

■ＩＣＴ活用スキルの向上を目指した取組
■ＩＣＴ機器の更新

性急に求めない


